


バッグ、ケース、包装材、硬質製品向けカスタム自己粘着式ソフトPVCラバーラベル

Product Image

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-adhesive-rubber-labels.html










Details
 

これらのカスタムラバーラベルは、立体ロゴと剥離紙付き粘着面を備えた成形ソフトPVCバッジです。ケース、バッグのパネル、包装材、家具など、滑らかで清潔かつ洗濯しない表面向け
に設計されています。量産前にベクタープルーフと実物サンプルをご承認いただきます。見積書には、金型費、最小発注数量、単価、デザインごとの生産期間を記載します。

カスタムラバーラベルを購入するのは誰で、剥がして貼るタイプはどこに適するのか？ ↑
この製品には通常、3つの購入者層があります。独立系ブランドの創業者は、初回コレクションを汎用品ではなく確立されたブランドらしく見せる、立体的で盛り上がったロゴを求めます。
生産・マーチャンダイジング担当者は、毎シーズン仕入先に一から説明せず再発注できる付属品を求めます。作り手や小規模ショップは、予算を投じる前に数点の商品で3Dロゴを試したい
と考えます。いずれも実務上の疑問は同じです。ラベルは製品にしっかり付くのか、金型代を含む初回注文はいくらになるのか。

この商品は、自己粘着式のソフトPVCラバーラベルを対象としています。立体ロゴを成形したPVCバッジに、感圧式粘着剤の裏面を組み合わせたものです。剥がして貼るタイプは、平滑
で乾燥しており、洗濯しない表面に適しています。対象は、ハードケース、クーラーボックス、バッグのパネル、ギフトボックス、小売用パッケージ、家具や機器の筐体などです。

別の製品を検討すべき購入者も種類います。タイヤ、ホース、マット、絶縁用PPEに識別表示を成形する必要がある場合は、加硫可能ラベルが必要です。Rubber Labels



USAは、自社ラベルが 「通常は加硫工程中に適用される」[2]と説明しており、異なる化学処理と発注工程が必要です。頻繁に洗濯する衣類に付ける場合、貼り付け式バッジを主ラベルに
すべきではありません。GB Labelsは、生地には顧客が 「可能な限り縫い付け式またはアイロン接着式を選ぶべき」[3]と助言しています。アパレル向けでは、見積段階で縫い付けチャ
ンネル付きの仕様が可能か確認してください。粘着式が洗濯に耐えると決めつけないでください。

初回のラバーラベル注文が予算超過や失敗に至る理由 ↑
課題： ラバーラベルは金型で成形するため、最初の一個ができる前からコストが発生します。発注を確定する前に、金型費、金型の所有権と保管条件、最低発注数量、サンプル作成期間、製
造期間を確認してください。

悪化する理由： 複数のコストは納品後に初めて表面化します。SourcifyChinaがまとめたサプライヤー比較では、 「3M 接着剤は、約1年で弱くなる可能性がある」[5]と指摘
しています。これは実験室のデータではなく、調達上の警告として扱うべきです。デザインデータの誤りも高くつきます。デザインデータを承認する前に、キャンセル条件と工場側のミスを
報告する期限を確認してください。貼付位置も重要です。 GB Labels は、肌にこすれる立体ラベルが、アレルギー反応が起きていなくても「刺激を引き起こすおそれがある」と警告
しています。金型の所有権、サンプル承認、密着性試験を欠いた安価な見積もりは、それらを含む見積もりと公正に比較することはできません。

当社の対応： 当社の発注プロセスは、こうした失敗しやすいポイントを踏まえて組み立てています。金型費が発生する前に、ベクター校正をご承認いただきます。量産が始まる前に、現物サ
ンプルをご承認いただきます。お見積りには、お客様のデザインに応じた金型費、金型の保管条件、最低発注数量、単価、製造期間を明細として記載します。性能に関する表示を頼りにする
前に、サンプル作成時にご自身の表面で、密着性、耐温度性、経年劣化を確認してください。
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自己粘着式ソフトPVCラバーラベルとは？ ↑
ソフトPVCは、可塑剤で柔軟性を持たせたポリ塩化ビニルです。金属金型に注入または流し込み、硬化後に粘着裏面を付けます。Cruz LabelはPVCとシリコーンを同じ「ラバー
素材カテゴリー」に分類し、両者は「ほぼ同じ見た目」としています。ただし違いは重要です。シリコーンは弾性が高く、熱、寒冷、UV、オゾンへの耐性も高い一方で価格も高く、PVC
は 「シリコーンより硬くなることがある」[7]とされています。このトレードオフにより、ソフトPVCは伸縮生地よりも硬質・半硬質表面向けラベルのコスト優先の選択肢になります。

成形工程によって色とディテールの限界が決まります。Monterey Companyによると、PVCは 「単色でしか製造できない」[8] ため、グラデーションを含むデザインに
はPVCへのUV印刷を推奨しています。各色は個別の充填エリアとなるため、写真のような陰影や極細線を含むロゴは、金型製作前に簡略化する必要があります。 Label
Yourself また、同社の多色ラベルはシリコーンではなくラバー製であるとも述べており、色数によって仕入先が提案する素材が決まることを示しています。

耐熱性と経時劣化の限界は、推測ではなく試験で確認すべきです。英国の仕入先Perfect Labelsは、PVCラベルの耐熱性を 「最大45-50度」[9]と主張しており、シリコーン
の200–250°Cと比較されています。これは標準化試験結果ではなく商業上の主張であり、ソフトPVCの配合は異なります。材料仕入先の比較では、PVCラベルは 「時間の経過
とともに硬化、ひび割れ、退色する可能性がある」[10]ともされています。特に頻繁な洗濯や高温環境でその傾向があります。製品を車内、温かい機器の隣、直射日光下に置く場合は、その暴
露条件をサンプル試験計画に含めてください。

手戻りなく成形ラベルを注文するには？ ↑
手直しの大半は、成形の制約を無視したデザインデータ、または現物サンプルなしで量産を承認したことに起因します。以下の数値は、ご注文の確定仕様ではなく、設計の参考値としてお使
いください。最終的な寸法、厚み、公差は、校正とサンプルで確定します。



項目 公開参考値 このラベルでの状態
最小線幅 0.5 mm未満不可 プルーフで確認
ベース厚 できれば0.7 mm未満にしない サンプルで確認
一般的な総厚 約2 mm デザインごとに見積
ロゴの盛り上がり 約0.5 mm デザインごとに見積
最大サイズ 長方形22 × 15 cm、円形は直径15 cm デザインごとに見積
色 Pantone単色充填、グラデーション不可 実物サンプルで色合わせ
アートワークファイル PDF、AI、EPS、CDR、またはレイヤー付きPSD 入稿前確認済み
裏面 感圧粘着剤 お客様の表面で粘着試験

Cusmytrimsは、上記の線幅、ベース厚、総厚、サイズの制限を公開しています。また価格は 「固定ではない」[11] としており、ロゴ、サイズ、色、素材、形状、技法、数量に左
右されます。見積を依頼する前に、これらの数値をデザイナーに伝えてください。0.3 mmのセリフ体や薄すぎるベースは、金型の作り直しを招く典型的なディテールです。



表面を説明してください。 基材（塗装金属、ABS、コーティングキャンバス、板紙、木材）、曲面またはテクスチャーの有無、使用時の温度範囲をお知らせください。剥がし1.
て貼るラベルは、清潔で滑らか、乾燥した表面に最もよく接着します。洗浄される表面、油分のある表面、常に屈曲する表面には、別の固定方法が必要です。
Pantone Solid指定付きのベクターアートワークをお送りください。 Cruzは、素材の違いにより100%のPantone一致は保証しないと述べています2.
（Cruz FAQ）。そのため、特に重要な色をお知らせください。
金型費を支払う前にデジタルプルーフを承認してください。 プルーフ上でサイズ、線幅、色分け、ロゴの盛り上がりを確認してください。この段階での変更は無料です。3.
実際の製品で現物サンプルを試してください。 昼光色の照明の下で色を確認し、厚みを測定したうえで、ラベルを製品に貼ったまま通常の取り扱いを数日間続けてください。4.
署名済みサンプルを基準としてのみ量産を開始してください。 色、厚み、粘着剤の種類、受入確認項目を発注書に記載してください。5.
到着時に検査してください。 仕入先のクレーム受付期間は短い場合があるため、直ちに数量、寸法、剥離試験を確認してください。6.

このラベルのリードタイムは、校正の承認後にお見積りに記載されます。サンプルの承認と配送の時間も見込み、お見積りに記載された日付を基準に発売計画を立ててください。



ソフトPVC、シリコーン、その他の方法：製品に適するのはどれ？ ↑
仕入先は「ラバーラベル」という名称で複数の異なる製品を販売しています。以下の表では、見積段階で購入者が最もよく比較する選択肢を分けています。

選択肢 最適な用途 主な制約
自己粘着式ソフトPVC（本ラベル） 滑らかな硬質製品、ケース、包装材、家具 粘着剤の経時劣化、頻繁に洗う製品には不適、単色のみ
縫い付け式ソフトPVC バッグ外装、キャップ、アウターウェア 硬めで、皮膚に当たる位置では擦れる可能性がある
シリコーン、縫い付け式または粘着式 スポーツウェア、アウトドア用品、伸縮製品、皮膚接触製品 単価が高く、金型も必要
PVCまたはシリコーンの熱転写 縫製なしの完成衣類 スパンデックスやテクスチャー生地には不適、プレス条件が厳格
金型不要TPU/UVデジタル3D 小ロット、グラデーション、頻繁なアートワーク変更 成形シリコーンより反発性と洗濯耐久性が低い
加硫可能ラバーラベル タイヤ、ホース、マット、絶縁用PPE 衣類へ縫い付け・貼り付けは不可

表面と用途の要件に応じて表を確認してください。Custom Clothing Labelsの比較表では、PVCは アイロン接着に対応せず、グラデーションを表現できない[13]とされ
ており、これは前述のデザインデータを簡素化するという助言を裏付けています。Sienna Pacificによると、既存の金型は再利用でき、 「PVCの色を変えるだけでよい」[14]こ
とから、複数のカラーバリエーションを計画している場合に役立ちます。Cruzのアプリケーションガイドでは、PVCとシリコーンの熱転写は 「伸縮しない」[15] ものであり、スパン
デックスや凹凸のある基材には使用すべきではないとしています。Audleyの比較では、 金型を使わないTPUデジタルラベル[16] は一点からのサンプル作成に適しているとしており、
金型が不要になる代わりに、シリコーンの復元性と長期的な洗濯耐久性は手放すことになります。表面が伸縮せず、洗濯されず、シリコーンほどの耐熱性も必要ない場合は、ソフトPVCを
検討してください。

購買チェックリストと受入試験で確認すべき内容 ↑
見積を比較する際は、すべての仕入先を同じ列で比較してください。金型費、金型保管期間、金型所有権、最小発注数量、サンプリング期間、量産期間、色公差、粘着剤の種類、試験範囲で
す。これらのいずれかが空欄の見積は、安いのではなく不完全です。仕入先を選んだら、以下の受入確認項目を発注書に記載し、署名済みサンプルを測定可能な基準にしてください。

確認項目 試験方法 発注書に記載する内容
寸法と厚み サンプル品をノギスで測定し、署名済みサンプルと比較 サンプル承認時に合意した公差
線の再現性 拡大して細線と小さな抜き部分を検査 細部の埋まりや欠けなし
色 昼光に近い光の下で署名済みサンプルと比較 視覚的または測定機器による上限を文書化



表面欠陥 気泡、バリ、突起、色にじみを確認 ISO 2859-1に基づく抜取計画とAQL水準
粘着性 お客様の基材に貼り、静置時間を取った後、手で剥がす サンプル上で合否を定義
暴露による経時劣化 実使用と同様に、日光、熱、寒冷下で製品にラベルを貼ったままにする サンプル合格後にのみ量産開始

これらの確認に試験所は必要ありません。必要なのは比較基準であり、それが印刷ステッカーよりも3D成形ラベルで実物サンプルが重要な理由です。粘着性と暴露による経時劣化は、剥が
して貼るラベルに最も固有の2つの確認項目です。テストカードではなく実際の基材で両方を実施し、結果をサンプルと一緒に記録してください。将来の再発注を同じ基準で判定できます。

コンプライアンス上の義務は、バッジ単体ではなく完成製品に基づきます。ラベルが米国で販売される繊維製品に付く場合でも、法定ラベルの代わりにはなりません。FTCの 繊維繊維規
則[17] では、依然として繊維組成、製造者または販売者名、原産国の表示が求められます。ソフトPVCは可塑剤を使用するため、子ども向け製品には特に注意が必要です。CPSIA
第108条は、 指定された8種のフタル酸エステルについて0.1%（1,000 ppm）を超える量[18] を、子ども用玩具および育児用品の接触可能な可塑化部品に含めることを禁止
しています。通常の衣類付属品が自動的に対象となるわけではありませんが、玩具に付くPVCラベルは対象です。

カリフォルニア州で販売される製品については、SATRAの九月2026 プロポジション65 高リスク物質リストは、 プラスチックとゴム[19] をフタル酸エステル系のリスクとして挙
げ、リストされた各フタル酸エステルについて検出されないこと（0.005%未満）を推奨しています。この数値は法令上の上限ではなく、試験室向けの指針です。RY Siliconeは、
次の点を指摘しています。仕様書が 「フタル酸エステル不使用PVC」とだけ書かれている場合は不十分であり、[20] 可塑剤の系統を明記していない限り、その仕様では判断できません。
同じ出典は、80°Cを超える部品や長期的な皮膚接触がある用途にはシリコーンを推奨しています。お見積りとあわせて試験成績書を請求し、その試験がご注文のラベル素材と色を対象と
しているか確認してください。対象外の場合は、第三者機関による試験の予算も確保してください。

ラバーラベル購入者向けの要点 ↑
単価を比較する前に、金型費を予算に組み込んでください。 — お見積りで金型費、所有権、保管条件を確認してください。
お客様のデザインに対する最低発注数量を確認してください。 — 他社の最低数量ではなく、お見積りに記載された数量を基準にしてください。
粘着剤は長期的な弱点です。 — 仕入先比較によると、3M粘着剤は約1年で弱くなる可能性があります（出典)
成形上の制約に沿って設計してください。 — 線幅は少なくとも0.5 mm、ベース厚は少なくとも0.7 mm（出典)
子ども用玩具と育児用品には厳格な上限があります。 — 8種のフタル酸エステルそれぞれについて0.1%（1,000 ppm）（出典)

ロゴを試験済みサンプルにしませんか？ ↑
自己粘着式ソフトPVCラベルは、表面が粘着剤に適し、アートワークが金型に適するなら、ケース、包装材、家具、その他の硬質製品に立体的で耐久感のあるロゴを低コストで付ける方法
です。リスクは明確に記録されています。金型費、金型の失効、単色の制約、粘着剤の経時劣化、熱への弱さです。対応方法はすべて同じです。まずプルーフ、次にサンプル、量産は署名済
み基準品に対してのみ行います。

https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/textile-fiber-rule
https://www.ftc.gov/legal-library/browse/rules/textile-fiber-rule
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates
https://new.satra.com/media/jltlrugk/proposition_65_rsl_sept_2026.pdf
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates


再注文の場合は、署名入りの承認済みサンプル、Pantoneの参照色、お見積りに記載された金型の保管条件を一緒に保管してください。そうすれば、再注文を最初から承認し直すのでは
なく、元の承認内容と照合して進められます。ご準備はよろしいですか？ベクターのロゴデータ、対象となる表面、数量をお送りいただければ、お見積りとサンプルをご依頼いただけます。
金型費、最低発注数量、単価、製造期間は、お客様のデザインに合わせて明細でお示しします。

[2]Rubber Labels USA：加硫可能な工業用ラベル、加硫前・加硫後の適用。 ↩

[3]GB Labels：皮膚刺激と対処法をまとめたバイヤーズガイドです。 ↩

[5]SourcifyChina：粘着剤の経時劣化リスクを指摘する仕入先比較。 ↩

[7]Cruz Label製品ページ：PVCとシリコーンの素材差。 ↩

[8]Monterey Company：PVCは単色に限定、グラデーションの代替案。 ↩

[9]Perfect Labels：PVCとシリコーンの耐熱性に関する仕入先の主張。 ↩

[10]Rubbermachin：PVCの経時劣化、硬化、退色リスク。 ↩

[11]Cusmytrims：線幅、厚み、サイズ、ファイル、価格の規則。 ↩

[13]Custom Clothing Labels：アイロン接着とグラデーションを扱うラベル種別表。 ↩

[14]Sienna Pacific：PVCラベルの金型再利用。 ↩

[15]Cruz適用ガイド：スパンデックスおよびテクスチャー生地での熱転写の制約。 ↩

[16]Audley：金型不要TPUデジタルラベルとシリコーンの比較。 ↩

[17]FTC繊維繊維規則：必須の繊維、原産地、事業者情報の開示。 ↩



[18]CPSC：子ども用玩具・育児用品のフタル酸エステル上限。 ↩

[19]SATRA：Proposition 65高リスクリスト、2026年2026月号。 ↩

[20]RY Silicone：可塑剤仕様とPVC・シリコーンの選定。 ↩
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